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昨年 9・10 月に、農福連携を推進する省庁である厚
生労働省と農林水産省など 4 省庁の職員食堂やレス
トランを活用して「農福連携レストラン」を開催しま
した。昨年度に続き、2 回目の開催となった本企画に
込めた企画委員の思いや開催までの連携、そこで得
た職員の気づきなどを紹介します。

企画提案者の思い

農 福連携は、一人ひとりの暮らしと生きがいや地
域をともに創っていく社会をめざす「地域共生

社会」に向けた取り組みの一つです。実際に、障害福
祉分野で始まった農福連携の実践も、高齢者、生活困
窮者、ひきこもりの状態にある方などへその裾野を広
げ、生きづらさを抱える方々に社会参加の場を提供し
ています。

他方で、人手不足に悩む農業労働力の確保や地域コ

ミュニティ維持の課題解決にも資する取り組みです。
このように「食」という身近なものを通して学ぶ機会

を提供することで、職員の学び、厚労省の広報、そし
て農福連携のさらなる推進につながると考え、昨年度
に続き実施することとしました。今年度は中華レスト
ラン龍幸と地下食堂で、それぞれ農福連携レストラン
を開催することにより、より幅広い職員が農福連携を
知ることにつながればと思います。

「食」を通じて農福連携のさらなる推進へ

厚生労働省では、職員が今の担当分野にと

らわれず、自分自身の関心で新しい出会

いや学びを求めてチャレンジすることを応援する

提案型研修・広報制度があり、通称「とびラボ」

（とびだす“R”ラボ）と呼ばれています。これは、

職員が関心のある政策分野に継続的にかかわる

こと及び厚生労働行政の政策分野における現場

の支援者、当事者などと出会い、現場での実践

に関する学びを深めることを支援することで、職

員の厚生労働行政に関連する幅広い実践的な知

識の習得および職務を行う意欲の向上を期待す

るものです。とびラボでは、職員が企画したこ

のような活動を発信しています。

とびラボとは？

「農業×福祉」による
多様な社会参加と

役割づくり

とびラボ企画
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福
祉
・
農
業
の
両
方
の
課
題
を

解
決
し
得
る
取
り
組
み

農
福
連
携
は
、
主
に
農
業
と
障
害
福
祉

が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
生
社
会
の

実
現
を
図
る
も
の
で
す
。
障
害
が
あ
る
方

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か

し
た
社
会
参
画
へ
の
後
押
し
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
次
世

代
の
担
い
手
づ
く
り
や
耕
作
放
棄
地
の
活

用
、
産
業
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
で
す
。

農
福
連
携
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、

障
害
福
祉
の
視
点
か
ら
は
、
障
害
者
の
就

労
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
や
、
賃
金
・
工

賃
を
上
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
農
業
に
は
作
業
を
細
分
化
し

て
切
り
出
し
を
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
障
害
者
の
就
労
に
向
い

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
特
徴
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
農
」と「
福
」が
連
携
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
に
お
け
る

課
題
、
福
祉
に
お
け
る
課
題
、
双
方
の
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

政
府
と
し
て
２
０
１
９
年
に
策
定
し
た

「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い

て
も「
Ｗ
ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ
ｎ
」と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
お
り
、
取
り
組
み
の
意
義
が
表

障害保健福祉部
障害福祉課長

伊藤洋平

出典：農林水産省「農福連携をめぐる情勢」

農福連携の取り組み方針とめざす方向

農福連携の重要性や、農福連携に期待していることについて、
厚生労働省の担当者に聞きました。

親和性の高い領域
職員への周知の一助に

厚労省
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れ
て
い
ま
す
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ

て
５
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
そ
の
見
直

し
に
向
け
た
議
論
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

認
知
度
を
上
げ
る
一
環
と
し
て

農
福
連
携
レ
ス
ト
ラ
ン
開
催

多
く
の
方
に
農
福
連
携
を「
素
晴
ら
し

い
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
す

が
、「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」で

は
課
題
の
一
つ
と
し
て「
認
知
度
を
上
げ

る
こ
と
」を
挙
げ
て
お
り
、
い
か
に
知
っ

て
も
ら
う
か
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
農
産
物
は
、
つ
く
っ
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
販
売
し
て
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
売
れ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
農
福

連
携
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
、
そ
う
い
う
点
か
ら
も
本
企
画

は
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」に
も
書

い
て
あ
る
と
お
り
、
近
年
は
、
障
害
者
だ

け
で
は
な
く
て
、
高
齢
者
へ
の
支
援
や
生

活
困
窮
者
な
ど
の
就
労
訓
練
へ
の
広
が

り
、ひ
き
こ
も
り
の
人
や
触
法
障
害
者（
罪

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
障
害
者
）な
ど
の
立

ち
直
り
支
援
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
農
業

が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
も
展
開
さ
れ
始

め
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。厚

生
労
働
省
に
と
っ
て
も
、
障
害
者
福

祉
や
障
害
者
雇
用
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

分
野
が
関
係
し
て
い
る
親
和
性
の
高
い
取

り
組
み
な
の
で
、
当
省
の
多
く
の
職
員
に

も
そ
の
重
要
性
を
意
識
・
認
識
し
て
ほ
し

い
で
す
。

政
策
の
議
論
な
ど
業
務
の
な
か
で
知
る

と
い
う
の
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
こ

う
し
た
職
員
が
自
ら
企
画
し
て
実
施
す
る

と
び
ラ
ボ
企
画（
省
内
で
の
農
福
連
携
レ

ス
ト
ラ
ン
開
催
）を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら

う
と
い
う
の
も
、
職
員
に
と
っ
て
ハ
ー
ド

ル
が
低
く
、
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

行
政
も
サ
ポ
ー
ト

政
府
と
し
て
は
、
農
福
連
携
に
取
り
組

む
主
体
を
、
新
た
に
３
０
０
０
創
出
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
、
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
簡
単
に
実
現

で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
、

障
害
者
に
合
わ
せ
た
作
業
の
切
り
出
し
方

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
対
応

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
今
後
に
向
け
た
施
策
の
広
が
り

と
し
て
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
を
例
と

し
て
挙
げ
ま
し
た
が
、
障
害
者
に
合
わ
せ

た
作
業
の
切
り
出
し
方
を
、
そ
の
ま
ま
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

施
策
の
意
義
や
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
自
然
と
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
は
必
ず
し
も
あ

り
ま
せ
ん
。関
係
省
庁
な
ど
が
連
携
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

今
後
も
、
現
場
の
課
題
な
ど
を
丁
寧
に

聞
き
取
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◀
農
福
連
携
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
龍
幸
に

は
伊
藤
障
害
福
祉
課
長
を
は
じ
め
多
く
の
職
員
が
訪
れ
た

▲厚生労働省 26 階の中華レストラン龍幸で
　農福連携メニューを提供

◀
農
福
連
携
の
野
菜
を
使
っ
た
特
製
メ
ニ
ュ
ー
が

　
期
間
限
定
・
数
量
限
定
で
並
ん
だ
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農
水
省
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
合
致

職
員
に
周
知
す
る
機
会
に

農
福
連
携
は
、
厚
生
労
働
省
と
農
林
水

産
省
、
法
務
省
、
文
部
科
学
省
の
４
省
庁

が
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
の
取
り
組
み
で
は
、
障
害
を

持
つ
方
な
ど
が
丁
寧
に
農
産
物
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
収
穫
物
を「
ま
ず
は
私

た
ち
職
員
を
含
め
て
よ
り
多
く
の
方
々
に

実
際
に
食
べ
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
」と
い
う

機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
、
４
省
庁
が
一

緒
に
な
っ
て
行
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
何

か
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
と
び
ラ
ボ
企
画
を
通
じ
て
厚

生
労
働
省
に
、
さ
ら
に
法
務
省
と
文
部
科

学
省
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
４
省
庁

の
食
堂
で「
農
福
連
携
レ
ス
ト
ラ
ン
」を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
分
野
で
の
大
き
な
課
題
の
一
つ

に
、
国
内
の
農
業
者
の
高
齢
化
と
減
少
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
命
の
源
と
な
る
食

を
豊
か
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
農
業
が
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
持

続
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
社

会
福
祉
法
人
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
農
家
か

ら
作
業
を
受
託
し
た
り
、
自
ら
農
業
に
参

入
し
、
地
域
の
農
業
の
担
い
手
と
な
っ
て

活
躍
し
た
り
す
る
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
４
省
庁
に
食
材（
豚
肉
）を
提
供

い
た
だ
い
た
の
は
、
鹿
児
島
県
南
大
隅
町

の
社
会
福
祉
法
人
白
鳩
会
で
す
。
農
福
連

携
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
ノ
ウ

フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
で
初
代
グ
ラ
ン
プ
リ
に

選
ば
れ
た
白
鳩
会
は
、
長
い
年
月
を
か
け

て
、
地
域
の
荒
廃
農
地
の
借
り
入
れ
な
ど

に
よ
り
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
、
現

在
で
は
45
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
、
障
害

者
、
生
活
困
窮
者
、
触
法
者
な
ど
１
４
０

名
が
、
農
業
、
畜
産
、
食
品
加
工
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

合
っ
た
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
を
抱
え
た
方
々
の
生
き
が
い
と
と
も

に
、
地
域
に
多
く
の
雇
用
と
人
々
の
交
流

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
を
通
じ
て
、
障
害
を
持
つ

方
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な

が
ら
農
業
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
工

夫
を
重
ね
な
が
ら
非
常
に
丁
寧
に
農
産
物

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
と
て

も
品
質
が
高
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
こ

と
を
、
改
め
て
多
く
の
方
に
も
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね

農
福
連
携
の
良
さ
を
発
信

農
福
連
携
は
障
害
者
の
社
会
参
画
や
農

業
現
場
で
の
働
き
手
の
確
保
と
い
っ
た
課

題
解
決
の
一
助
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
も
っ
と
大
き
な

捉
え
方
と
し
て
、
障
害
の
有
無
や
、
年
齢

や
所
属
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が

い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る「
共
生
社
会
」

を
つ
く
っ
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

今
後
は
、
農
福
連
携
が
社
会
や
経
済
に

も
た
ら
す
影
響
や
、
農
業
が
心
身
の
健
康

に
も
た
ら
す
効
果
な
ど
、
農
福
連
携
を
推

進
す
る
う
え
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る

デ
ー
タ
を
関
係
省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
積

み
重
ね
て
い
き
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み

が
社
会
的
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

農林水産省
農村振興局農村政策部

都市農村交流課
農福連携推進室　室長

渡邉桃代さん

農福連携企画班
調整係

元田知里さん

厚生労働省と農林水産省など 4 省庁の職員食堂を活
用して行われた「農福連携レストラン」。開催に際し
ての思いを企画担当者に聞きました。

誰もがいきいきと
生きられる共生社会へ

農水省
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前回は、講師による講演を含む勉強会と中華レストラン龍
幸での農福連携メニューの提供を行いました。今回は、この
レストランに加えて職員食堂でも農福連携メニューを提供し
たことで、さらに多くの職員が農福連携を知る機会となった
と思います。

農福連携メニュー提供期間中に、レストランに「農福連携
を知っていましたか」というアンケートボードを置いたので
すが、意外と知らない人も多かったことに驚きを感じました。

今回から協力いただいた職員食堂での開催は、約 1 カ月前
に農林水産省から「一緒にやらないか」と声をかけていただ
き、実現に至りました。準備期間に若干の不安があったもの
の委託業者の方々にも尽力いただいた結果、何とか実施する
ことができました。

今回の企画を通じて思ったのは、さまざまなかたちで省庁
が連携できるということです。私は厚労省に入って 15 年以
上経つのですが、「他省庁と交流する機会が少ないな」と思う
ことがありました。そのため、こうした企画がきっかけで 4
省庁が連携できたのは、すごいことであり、意義あることだ
と思います。

次回開催に向けての目標は、もう少し準備期間をとって実
施するということです。実施期間中に厚労省と農水省の両方
の職員食堂に食べに行きましたが、農水省の食堂ではこの企
画が大々的に広報されており、売り切れになっている人気メ
ニューもあり驚きました。農水省の広報の強さも再確認した
ので、参考にして、厚労省も職員食堂やレストランでの広報
を、魅力あるものにできればと思います。

大臣官房国際課　国際労働・協力室
開発協力第二係長

竹谷真美

他省庁とさまざまな形で
連携できることを実感

厚労省

株式会社 SANKO MARKETING FOODS
農林水産省あふ食堂　店長

黒澤成介 さん

弊社の農福連携の取り組みに関しては、一昨年も農林水産
省の食堂で開催しましたが、今回は弊社が受託する 4 省庁の
食堂での実施となりました。

準備期間のなかで産地の事業者とさまざまなやりとりをし
ました。実際の商品（食材）をすぐに見られるわけではないこ
とや、量や時期の調整などもあり、声かけをさせていただい
た事業者のなかには、調整ができずに断念したところもあり
ました。食材（野菜）は自然相手なので、うまくすり合わせら
れないことも少なくありませんでした。使ってほしいという
事業者の気持ちは重々理解しているので、できるだけ調整を
したかったのですが、なかなか大変でした。食材の調達のた
めだけでも産地との間を 10 往復しましたね。

大体の食材が決まったところで、次はそれをどのように商
品化していくかという段階に入ります。商品開発については
ある程度、店舗ごとに権限が委譲されており、各省庁の食堂
の料理担当者が産地の「想い」や商材の「良さ」を踏まえ、決定
しました。

準備が整い農福連携レストランを開催すると、こうした取
り組みを知っている人が、開催者である 4 省庁ですら 6 割く
らいしかいないということが入り口のアンケートでわかり、
意外な思いがしました。そうした意味でも、この取り組みに
近い存在である 4 省庁のなかにいる方々に、食べることで知
っていただける機会になったのではないかと思います。

良いことづくしの取り組みだと思うので、これからも継続
して実施したいですね。心残りは、厚生労働省の食堂でもも
うちょっと大々的に告知・宣伝したかったことです。

良いことづくしの取り組み
来年も継続して実施したい

食堂委託業者

農福レストラン開催中に設置したアンケートボード（厚労省）厚労省と農水省で密に連絡を取り協力
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今回の活動を通じた、企画委員の思いをお伝えします。

企画委員から

活動を終えての気づき

本企画は去年に引き続き 2 回目で、私は

新メンバーの大本さん・熊谷さんをサポー

トするかたちでかかわりました。去年はレ

ストラン龍幸さんにご協力いただきました

が、龍幸さんに加えてグッドミール・ダイ

ニングさんや笑縁食堂さんでも実施できた

り、農水省農福室とより深く連携できたり

と、着実にパワーアップしたなと感じまし

た。

今後は、農福連携弁当や就業現場の見学、

障害者以外の農福連携にフォーカスする、

省内他部局にもかかわってもらうなど、ま

だまだアイデアはあります。周知啓発は、

単発でなく繰り返しやっていくことが大事

だと思うので、（自分がどう関与できるか

はさておき）今後も農福連携レストランの

取り組みを続けていけたらいいなと思いま

す。

職業安定局
高齢者雇用対策課

遠藤 径至

じわじわと動きを拡げていく

今回、農福連携レストランを開催するに

あたって、関係団体と連絡を取りつつ農作

物の調達に努めました。調達した野菜はい

ずれも美味しく、職員の皆さまからも好評

をいただけたようで、実施して良かったと

思いました。

また、本イベントを実施したレストラン

龍幸の前に、「農福連携を知っていました

か？」というパネルを置き知名度調査をし

たところ、イベント終了後には沢山の方か

ら「知っている」との回答をいただき、農福

連携の認知度の向上につながったのではな

いかと思います。

農福連携については今後も積極的に推進

していくべきものだと思いますので、また

機会がありましたら、似たようなイベント

に参加できればと思いました。
職業安定局
需給調整事業課

大本 千夏

農福連携の認知度の向上へ

“ とびラボ ” の意義は、今の仕事の枠を

越えて（飛び出して）、意欲に沿ってチャレ

ンジすることです。今年も「農福連携レス

トラン」の企画を実施するというお話をう

かがって、自分自身の視野を広げるととも

に、企画の実施に当たって少しでも力にな

れればと、思い切って取り組んでみました。

直接担当している仕事ではないこともあ

って、時に、職員が自ら企画して実施する

ということの難しさを感じつつも、企画委

員が相談・協力しながら、より多くの職員

が農福連携について知ることができる取り

組みを今年も続けることができ、とてもよ

かったと思っています。

また、職員発信の取り組みをかたちにし

て、さまざまな分野の施策について学びを

深めるということの大切さを、実際に企画

してみることで改めて実感しました。

大臣官房
情報化担当参事官室

熊谷 崇皓

とびラボ企画の意義
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「農業×福祉」による
多様な社会参加と役割づくり

とびラボ企画
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